
 

学校名 　三原市立久井中学校

改善方策

１０月  1月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

①標準学力検査や生徒アンケー
トをもとに授業改善を行う。
②担当教科で学習者用端末を使
い授業改善を行う。

①「授業には自分から
積極的に取り組むこと
ができます。」に対する
肯定的な回答80％以
上
②「クロームブックを
使った授業は自分たち
にとってわかりやすい
と思いますか。」に対す
る肯定的な回答80％
以上。

①肯定的回
答９１．１％
②肯定的回
答９６．７％

①１００％
②１００％

①A
②A

①選択肢と自己決定のある自由進度学
習に取り組み、公開研究会で提案した。
また、標準学力検査等や生徒アンケート
の結果について、校内研修で情報共有
を行い、具体的な取り組みについて話し
合い対応した。
②各教科、各学級の活動の様々な場面
でクロームブックを中心にICTを活用し
た。

①標準学力検査や生徒アンケートの
情報共有を行い、教員間で連携を
取って生徒への取り組みを行う。12月
に実施するQUの結果を踏まえ、具体
的な方針を決定する。
②生徒の学習がより効果的になるICT
の活用を、教員どうしで使用例を共有
しながら進めていく。

〇

・生徒のための授業
改善に学校として取
り組まれています。
・ほとんどの授業で生
徒がICT機器を使っ
ているのですばらし
いです。

①フォロータイムの工夫
①学期に １回
  以上の参加

①学期に複
数回の参加

①100％ ①A

実施計画を立て、呼びかけを行うことで、効
果的に時間を使うことができた。クロームブッ
クを活用し、生徒が自分で学習する姿も見ら
れた。

学習内容の検討を行い、生徒のつま
づきに合わせた復習を行う時間になる
ように工夫していく。教え合い学習も
推進する。

〇
生徒の主体性を大切
にされています。

　家庭学習
の見直し

・学び方指導の充実
・「自主学習ノート」の指導と向上
・家庭学習の習慣化

①生徒一人一人の実態に応じた
課題の工夫
②生徒の自主学習の紹介

①実施した
　　　　100％
②学期に1回
以上の実施

①100％
②100％

①100％
②100％

①A
②A

①主体的に生徒が学習に取り組めるように各授業
で選択肢と自己決定のある授業を行った。授業を
もとに自主学習ノートで復習に取りくむ生徒も多くい
た。
②参観日・学校行事や各学級において自主学習の
紹介・交流を行うことができ、その後の自主学習に
つなげる生徒の姿が見られた。

①授業中の学び方の指導に加えて、
課題の選択肢も各教科で増やす。
②自主学習については生徒会執行部
や委員会の取り組みと関連付けて取
り組みを進める。

〇
個別の学びのために
工夫されています。

豊
か
な
心

自己肯定感
が高い心豊
かな子ども
の育成

・不登校未
然防止
・地域貢献
意識の向上

・ＳＳＲの活用、相談体制の充実、
小中連携の充実
・生徒指導の三機能を生かした指
導と生徒会活動の活性化（自治能
力の育成）
・校則の見直し
・自主参加による地域ボランティア
活動の充実

①不登校等児童生徒支援会議
の計画的実施
②生徒指導に係る評価アンケー
トを全学年で実施する。
③学校行事への生徒満足度。
④地域ボランティア活動への参
加回数。

①週１回以上
②肯定的評価
    80％以上
③肯定的回答
   90％以上
④1回以上と回
答する生徒
50％以上

①１００％
②８９％
③９８％
④５９％

①１００％
②１００％
③１００％
④１００％

①A
②A
③A
④A

➀「自分は周りの人から認められていま
す」の質問に対する否定的回答が10%を
超えている。
②生徒と話し合いをしながら生徒指導規
程の見直しを行うことができた。
③体育大会などの学校行事の運営に関
して生徒が主体的に取り組むことで、９
８％の生徒が充実感を得ることができ
た。
④ボランティア部を中心として、ボラン
ティア手帳を活用しながら多くの生徒が
参加している。

①学級活動や学校行事等で活躍でき
る場を設け、自己有用感を高める取り
組みを行う。
②今後も定期的な生徒指導規程の見
直しを行う。
③学校行事を通して、リーダーシップ
や自己肯定感が高まるように役割を
持たせ、やり切ることができるように支
援を行う。
④活動の中止や参加自粛により活躍
や貢献の機会が減った。ボランティア
部を中心に学校内に呼びかけを行う。

〇

・生徒一人ひとりを大
切にし、生徒の居場
所が学校であるよう
に取り組んでいると
感じました。

・９カ年を見通した体力つくりのカ
リキュラムに基づく体育科授業の
工夫改善
・部活動の練習方法の工夫
　（個人目標・チーム目標による生
徒満足度の向上）

①「体力・運動能力調査」で全国
平均以上の種目の割合

①5０％以上 ①１００％ ①１００％ ①A
➀全種目で全国平均値を上回ることが
できた。

➀保健体育の授業において、単元に
即した補強運動を継続的に取り入れ
ていく。また、クロームブック等を積極
的に活用して自分の動きや記録を振
り返る活動を取り入れていく。

〇

将来にわたり、幸せ
に生きていけるように
取り組まれていること
は素晴らしいことだと
思いました。

　｢金のルール｣｢食育｣｢久井中
ノート｣による生活指導（早寝、早
起き、朝ご飯、食に関する関心の
向上）

①生活アンケートで、「自分の食
事について、栄養バランスなどを
意識して食事をしている」に対し
て、肯定的割合

①８０％以上 ①９１％ ①９１％ ①A

①保健委員により、給食ニュースを毎日
読んで啓発している。クロムブックを活用
して家庭科の授業やお弁当の日の取り
組みを行っている。保健室来室時には、
生活習慣について個別指導を行ってい
る。

①保健や家庭科の授業での意識づけ
を行っている。講師を招いてのお弁当
の日の実施を予定している。

〇

・各たよりの発行
・すぐーるの積極的活用
・小中高連携

①各たよりの発行（月１回以上）
②小中高の交流回数
　　　　　　　　（年３回以上）
③保護者の学校教育満足度

①１００％
②１００％
③８０％

①１００％
②１００％
③８７％

①１００％
②１００％
③１００％

①A
②A
③A
④A

①学校だよりは月1回発行できた。
②小中連携校として、毎週支援会議等で
児童生徒の交流を行うことができた。ま
た、卒業生の連携や、入試中高の連携
も実施できた。
④クラスルーム等を活用した各種たより
等の送信を行うことができた。

後半は、入試関等で高等学校との連
携をしっかりと重ねていく。また、引き
続き、小中連携を行い、児童生徒理
解に努めていく。

〇

・地域や家庭と共に
生徒を育成する取組
です。
・生徒を大切にする
ための教員の在り方
を考えさせておられ
ます。

・服務研修の充実（不祥事ゼロ）
・主任主事を中心とする組織的な
学校運営

①服務研修（接遇研修を含む。）
　毎月１回以上
②小中合同の学校経営会議を開
催（月1回）

①１００％

②１００％

①１００％
②１００％

①１００％
②１００％

①A
②A

①服務研修を月1回以上行うことができ
た。
②小中合同の学校経営会議を月1回開
催し、小中連携校として学校行事等の打
ち合わせを行い、スムーズな学校運営を
することができた。

月1回の服務研修以外に、臨時の研
修を実施し、不祥事チェックリストの実
施をする等不祥事防止の意識を高め
る。また、月１回の整理整頓日の徹底
を図る。

〇

働
き
方
改
革

教育の質の向
上を図るため
の環境づくり教
育の質の向上
を図るための
環境づくり

　「指針」に
基づいた学
校の取組を
推進

・上限目安時間の管理（45時間/
月）
・週1回の定時退校日の徹底
・組織的・計画的な学校運営によ
る効率化

①月の時間外在校等時間を４５
時間以内

①１００％ ①６３％ ①６３％ ①C

教職員17名の4月から9月末までの在校
時間45時間以内の割合が６３％であっ
た。平日の部活動指導後からの成績処
理等の業務や、休日の部活動指導等
で、在校時間が増えるため、年間を通し
て、見通しをもって業務を行うことが課題
である。

・業務量や業務内容について会議等
で検証し、仕事のムラや無駄を浮き彫
りにすることで、業務の取組の差を明
確にしていきたい。
・引き続き、準衛生委員会を毎月確実
に実施し、超過勤務の現状をペー
パーで示し、現状把握と働き方を考え
る指標とする。

〇

信
頼
さ
れ
る
学
校

 開かれた学
校づくりと教
職員の資質
向上

・個別最適な
学びに向け
た授業改善
・選択肢と自
己決定
・学習者用
情報端末の
活用による
授業改善

健
や
か
な
体

確
か
な
学
力

　小中連携
教育の成果
が保護者・
地域に伝わ
るための情
報発信

体力向上と
健康教育の
推進

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

・新体力テス
トの分析に
よる重点課
題の克服
・食育の推
進

主体的・対
話的・深い
学びの創造

ａ　学校教育目標 　ふるさとを愛し、鍛えよ『知・徳・体』
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

・個別最適な学びの実践
・学習者用情報端末活用による積
極的な授業改善
・学力分析に基づく学力向上の取
組
（学び直しの場の設定、小中連携
による授業研究）
・共に学ぶ集団づくり

令和５年度　　学校評価表

評価計画

ｅ　目標達成のための方策 ｇ　目標値ｆ　評価項目・指標 コメント
ｋ

結果と課題の分析

校番（　中29）

自己評価 l  学校関係者評価

【ミッション】（自校の使命）
　　　・社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　　　・主体的な学びが育まれる学校　　　・夢や志があり、誰もが通ってみたい学校　　　・地域の活力の源として、信頼される学校

（　中間 ・ 最終　）

ｉ
達成度

ｊ
評価

改善方策
評 価

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。

ハ：分からない。


